
目黒学院の鉄道研究同好会の皆さん。応援動画の最後に
収めるコメント撮りの様子。

邪魔にならないよう注意しなが
ら、鉄道研究同好会の動画撮影
の様子を撮影中。取材・文：幸田容道、塩田晴起

●本物そっくりの鉄道模型を走らせ
たり、鉄研の紹介動画の撮影に本
気で取り組んでいる所を見て、意識
の高さとレベルの高さを両立してい
る事が取材をしてわかった。（晴起） 
●私は中学三年生で、これから高校
を目指す身として、目黒区の高校の
部活動に触れることができたのは良
い機会だと思いました。私の車両も
レールで走らせていただけて感謝で
す !（容道）　

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、部活動での発表の場が少なくなってし
まった中高生を応援するため、中目黒住区センター児童館のプレイルームを使って
動画の撮影会を行うと聞き、取材に行ってきました。
小学生が喜んでくれるように、複線走行からポイント変更、板を使った立体化等い
ろいろな走りが楽しめる線路が作られていました。撮影した動画は、後日、児童館
で上映されました！

地域に貢献できたことが何より嬉しいです。鉄道を通じて子どもたちに
もっと学びを深めて欲しいと思います。月本 和希（高３）
今回、児童館の方々とは初対面だったので心配だったけれど、楽しくでき
ました。菊池 泰史（中２）
見てくれた人の反応が分からないので不安だったけれど、楽しんでもらえ
たようで良かったです。樋口 和奏（中１）
プラレールやＮゲージの経験があまりないので何もできないと思っていた
けれど、友達のサポートができて良かったです。宮地 桂吉（中１）


